
建築オーダーの意味
古代・中世・ルネサンスの古典オーダー

ジョン・オナイアンズ

建築オーダーは、古代ギリシャ・ローマ時代を通じて確立された建築様式の基本的な

要素であり、基壇上面から軒までの形と比例を定める規範である。和書では「柱式」、

あるいは単に「オーダー」と表現される場合もある。古代ギリシャ・ローマ建築の理

解にとって欠くことのできない基本概念であるばかりでなく、本書が明瞭かつ詳細に

示すように、西洋建築史の様式的系譜全体が立脚する基盤に他ならない。

西洋建築史の本質は、すなわち建築オーダーの歴史そのものであるといっても過言で

はなく、本書は西洋建築史を学ぶ上での基本図書であると同時に、研究者にとっても

きわめて有用な通史となっている。
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　本書は、J . Onians ,“Bearers of Meaning”の全訳である。原書名の直訳は「意味を帯びているもの」となるが、訳書

名には、本書の主題である「建築オーダーの意味」をそのまま充てることとした。建築オーダーは、古代ギリシャ・ロ

ーマ時代を通じて確立された建築様式の基本的な要素であり、基壇上面から軒までの形と比例を定める規範である。和

書では「柱式」、あるいは単に「オーダー」と表現される場合もある。それは、単に古代ギリシャ・ローマ建築の理解

にとって欠くことのできない基本概念であるばかりでなく、本書が明瞭かつ詳細に示すように、西洋建築史の様式的系

譜全体が立脚する基盤に他ならない。しかも、その形と意味は時代、地域、作例でそれぞれ多様に変化するので、建築

造形の理念と意味を論じる場合、まず、そこでどのような建築オーダーが用いられているかが重要な手がかりとなり、

同時に論拠ともなる。この意味で、西洋建築史の本質は、すなわち建築オーダーの歴史そのものであるといっても過言

ではなく、本書は西洋建築史を学ぶ上での基本図書であると同時に、研究者にとってもきわめて有用な通史となってい

る。

　建築オーダーを基盤とする様式分析は、少なくとも19世紀、より早くは15世紀のルネサンス時代から建築文化の歴史

的理解の根幹となってきたが、近年、建築オーダーを備えるべき建築のみの歴史、あるいは建築オーダーを第一義的な

基準とする形式重視の様式論といった、いわば「古典的」建築史の範疇と構造にとらわれない新しい視点からの調査と

研究も盛んに進められている。そうした新しい展開のなかで研究の対象と方法は多様になり、隣接分野や関連分野との

なれしもか然当はのるいてれか抱が問疑もにのものそ定規念概ういと」史築建洋西「、に特。るいでん進も究研的合融

ズミナイダの流交化文、は域領化文と域地たえし定規てつかがれそ、りあで的本日もそもそが念概ういと」洋西「。い

ムの諸相が明らかにされるなかでその意味を徐々に失いつつある。ローマ建築、ロマネスク建築、さらにルネサンス建

築などの様式概念が、それらの研究の中核を担うヨーロッパ諸国の研究者にとってもすでに多義的となり、それをさら

に限定する地域的、時代的な形容なしに漠然と適用することができない現状にあって、日本から見たその総体としての

西洋建築史は何重もの曖昧さを免れることはできない。

　概念としての西洋建築史が有効性を失いつつある状況に対し、建築オーダーの概念と系譜はなお普遍性を保ち、また

保ち続けるであろう。建築オーダーは、古代はもとより、ルネサンス以降の各時代にあって建築思潮、建築理論の中心

であり続けたので、その理解なしに建築の理論的考察を完成させることはできないからである。西洋建築史の「西洋」

が何を意味するかは曖昧になったとしても、建築オーダーとは何か、建築オーダーが何を意味するかは明瞭な問いであ

り、系譜を示しながらその問いに答えた本書は、西洋建築史研究の根幹としての建築オーダー研究の有効性を改めて証

明した記念的著作であるといえる。

　18世紀のアカデミズム以降、建築オーダーに関する理解は、様式論の基本とされた。しかし、本書が示しているよう

に、その理解は「形態」ないし「形式」を重視した教条的分類であり、各オーダーの「意味」が十分に考察、分析される

ことはなかった。建築オーダーに関するその後の国内外の研究では、この強固な形式論から脱皮する機会のないまま、

形式としての建築オーダーの認知が古典主義建築を理解するための「常識」とされてきた。

　196 0 - 70年代のウィトルウィウス研究の進展、ルネサンス建築書研究の進展によって、それまで暗黙の了解とされて

きた建築オーダーに関して、その「意味」を改めて問い直す試みが始まった。アプリオリに与えられた建築オーダーと

いう形式が帯びる意味への問いかけが、こうしてようやく開始されたのである。建築オーダーの意味に関する書籍の誕

生はこうして必然性を得ていくのであるが、それは、建築様式史に建築オーダーが果たしてきた役割を意識するとき、

相当に大きな覚悟と周到な準備、様式論を超えた建築史への深い理解を必要とする作業であったと思われる。ルネサン

スからヘレニズムに及ぶ広い学識と史料の渉猟を誇る著者にして初めて、この大きな課題に答えることができたのでは

ないだろうか。
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　本書は、J . Onians ,“Bearers of Meaning”の全訳である。原書名の直訳は「意味を帯びているもの」となるが、訳書

名には、本書の主題である「建築オーダーの意味」をそのまま充てることとした。建築オーダーは、古代ギリシャ・ロ

ーマ時代を通じて確立された建築様式の基本的な要素であり、基壇上面から軒までの形と比例を定める規範である。和

書では「柱式」、あるいは単に「オーダー」と表現される場合もある。それは、単に古代ギリシャ・ローマ建築の理解

にとって欠くことのできない基本概念であるばかりでなく、本書が明瞭かつ詳細に示すように、西洋建築史の様式的系

譜全体が立脚する基盤に他ならない。しかも、その形と意味は時代、地域、作例でそれぞれ多様に変化するので、建築

造形の理念と意味を論じる場合、まず、そこでどのような建築オーダーが用いられているかが重要な手がかりとなり、

同時に論拠ともなる。この意味で、西洋建築史の本質は、すなわち建築オーダーの歴史そのものであるといっても過言

ではなく、本書は西洋建築史を学ぶ上での基本図書であると同時に、研究者にとってもきわめて有用な通史となってい

る。

　建築オーダーを基盤とする様式分析は、少なくとも19世紀、より早くは15世紀のルネサンス時代から建築文化の歴史

的理解の根幹となってきたが、近年、建築オーダーを備えるべき建築のみの歴史、あるいは建築オーダーを第一義的な

基準とする形式重視の様式論といった、いわば「古典的」建築史の範疇と構造にとらわれない新しい視点からの調査と

研究も盛んに進められている。そうした新しい展開のなかで研究の対象と方法は多様になり、隣接分野や関連分野との

なれしもか然当はのるいてれか抱が問疑もにのものそ定規念概ういと」史築建洋西「、に特。るいでん進も究研的合融

ズミナイダの流交化文、は域領化文と域地たえし定規てつかがれそ、りあで的本日もそもそが念概ういと」洋西「。い

ムの諸相が明らかにされるなかでその意味を徐々に失いつつある。ローマ建築、ロマネスク建築、さらにルネサンス建

築などの様式概念が、それらの研究の中核を担うヨーロッパ諸国の研究者にとってもすでに多義的となり、それをさら

に限定する地域的、時代的な形容なしに漠然と適用することができない現状にあって、日本から見たその総体としての

西洋建築史は何重もの曖昧さを免れることはできない。

　概念としての西洋建築史が有効性を失いつつある状況に対し、建築オーダーの概念と系譜はなお普遍性を保ち、また

保ち続けるであろう。建築オーダーは、古代はもとより、ルネサンス以降の各時代にあって建築思潮、建築理論の中心

であり続けたので、その理解なしに建築の理論的考察を完成させることはできないからである。西洋建築史の「西洋」

が何を意味するかは曖昧になったとしても、建築オーダーとは何か、建築オーダーが何を意味するかは明瞭な問いであ

り、系譜を示しながらその問いに答えた本書は、西洋建築史研究の根幹としての建築オーダー研究の有効性を改めて証

明した記念的著作であるといえる。

　18世紀のアカデミズム以降、建築オーダーに関する理解は、様式論の基本とされた。しかし、本書が示しているよう

に、その理解は「形態」ないし「形式」を重視した教条的分類であり、各オーダーの「意味」が十分に考察、分析される

ことはなかった。建築オーダーに関するその後の国内外の研究では、この強固な形式論から脱皮する機会のないまま、

形式としての建築オーダーの認知が古典主義建築を理解するための「常識」とされてきた。

　196 0 - 70年代のウィトルウィウス研究の進展、ルネサンス建築書研究の進展によって、それまで暗黙の了解とされて

きた建築オーダーに関して、その「意味」を改めて問い直す試みが始まった。アプリオリに与えられた建築オーダーと

いう形式が帯びる意味への問いかけが、こうしてようやく開始されたのである。建築オーダーの意味に関する書籍の誕

生はこうして必然性を得ていくのであるが、それは、建築様式史に建築オーダーが果たしてきた役割を意識するとき、

相当に大きな覚悟と周到な準備、様式論を超えた建築史への深い理解を必要とする作業であったと思われる。ルネサン

スからヘレニズムに及ぶ広い学識と史料の渉猟を誇る著者にして初めて、この大きな課題に答えることができたのでは

ないだろうか。
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